
         令和 3年度の事業報告 

令和 3年４月１日から令和 4年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 

いしかわ市民活動ネットワーキングセンター 

 

１ 事業の成果 

新型コロナウィルス感染のまん延防止策の合間をぬって公共施設を活用しての相談

事業を継続した。その内容では新たに「解散」に関する相談が 3件あり、タイプの違う

解散方法があり、書類作成スキルの蓄積となった。また、金沢大学生のインターシップ

「NPO と社会」授業もこの年は再開となった。当初地域行事参加という体験型の授業

を計画したが、こちらは地域行事が直前に中止となったため、急遽「NPO 法人から現

場の話を聞く」というメニューにかえて、金沢学生のまち市民交流館・土蔵を会場に、

急な依頼に応えてくれた NPO法人 2団体の代表を招聘し行うことができた。その他 2

回ほど会計基準評議会・日本ボランティア学会のセミナーにオンラインで参加した。 

 

2 事業の実施に関する事項 

１）情報発信事業 

1  事業名 情報発信事業 

【事業内容】 

 

 

・ホームページによる情報公開 (使用ソフトWordPress3.3) 

 【更新ページ(頻度の高い順)】 

① 事務局短信 ②理事長さんの当面の予定 ③全国助成金情報 

④「NPOさろん」へのリンクページ 

アドレス http://inetpo.com/ 

 

実施日時  上記 

実施場所 ｉ－ねっと 

従事者の人数 １人 受益対象者の範囲及び人数 一般、及びＮＰＯ関係者 

支出額 24,000 円 事業の種類 自主事業 

 

2）相談事業 

2 事業名 NPOさろん開催事業 

【事業内容】  

 

かつて県の委託事業として開催していたものを自主事業として月2回、「個別

相談」を特色として行うもの。・法人設立2件・解散に関するもの2件・助成金及

び申請書内容に関するもの1件。県のまん延防止措置期間中の4月、5月、8月、

9月、2月、3月は開催を中止した。 

 昨年度、NPO会計基準で定める「ボランティアによる役務の提供」として事

業収益と経常費用の人件費に計上したが、引っ越し後の経営も安定が見えた年

だったので、県外への研修事業として予算化したものを、こちらの謝礼金とし

て、@4.000円×10回分＝40,000円として計上した。 

 



実施日時 6月1回、7月2回、10月2回、11月1回、12月2回、1月2回、18:30～20:30 

実施場所 石川県NPO活動支援センター会議室。 

従事者の人数 1 名 受益対象者の範囲及び人数 電話 2人 面談 5人 

支出額   40,000 円       事業の種類 自主事業 

 

3）人材育成事項 

3  事業名 学生インターシップ事業 

事業内容 

 

 金沢大学法学類の教授より非常勤講師依頼を受け、i-ねっと代表理事長として

学生7名に対して「NPOと社会」という講義を行う。以下メニュー 

11/10 座学(ボランティアとNPO)  

11/17 内閣府ポータルサイトを使って石川県NPO法人実態調査 

11/23(祝)「NPO法人から現場の話を聞く」市内NPO法人代表者から話題提供。 

11/24 まとめ 

基本 1時間 30分。11/23 のみ午前午後合計6時間。 

実施日時 11月 10日～11月 24 日   

実施場所 石川県NPO活動支援センター会議室及び 金沢学生のまち市民交流館・土蔵 

従事者の人数 3 名 受益対象者の範囲及び人数  学生 7 名 

支出額   10,000 円       事業の種類 自主事業 

 

4）交流促進事業 

5  事業名 地域団体(町会)へのサービス提供事業 

【事業内容】 

 

コロナ禍のため、予定されていた事業のすべてが中止となったが、i-ねっと事

務所において町会班長、役員、連合町会との打ち合わせや会議などに数回使用。 

前倒しになるが令和4年4月16日、町会総会を行い、13人が使用した。 

実施日時 イベントについては上記   

実施場所 猿丸児童公園及び i-ねっと事務所  

従事者の人数 1 名 受益対象者の範囲及び人数 地域住民述べ約 20名 

支出額   0 円       事業の種類 自主事業 

 


